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 ４　一般質問　１１人
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 １５　提出された議案とその結果
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 ２０　市民の声・１２月定例会の日程（予定）
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‌�市制施行６０周年を記念して、本会議場で模擬
議会を開催しました。模擬議会終了後、６０周
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　１０月７日（日）に、市制施行６０周年を記念して、模擬議会を開催しました。
　一日議員となった１９人の小中学生の皆さんは、将来の天童市がますます発展するよう、日ごろ感じて
いることや地域の身近な問題などについて、質問や提言を行いました。主な内容について紹介します。

　通学路には、日陰になるような街路樹
がないため、今年の夏のような猛暑が続
くと、熱中症になる危険性がある。
　冬は、猛吹雪で目も開けられず、息も
苦しくなる時がある。
　地球温暖化や交通量の増加など、登下
校時の安全対策をしっかりとしてほしい。

齋
さいとう
籘　康

こうせい
生さん（高擶小６年）

　スポーツに取り組む子どもに対して、
家の事情で続けられないなどの場合、補
助してもらえないか。
　また、住まいについて、一人親でも安
心して生活できる場所を増やせないか。
　市は、子育てと住まいの支援につい
て、どのように考えているのか。

渡
わたなべ
辺　花

かのん
音さん（長岡小６年） 櫻

さくらい
井　　洲

しゅう
さん（蔵増小６年）

　身近に感じている問題が三つある。買
い物をするお店がないこと、洪水など川
の安全対策、街灯が少ないことである。
　このことについて、天童市ではどのよ
うに考えているのか。大好きな天童がよ
り良くなっていくといいと思う。

　学校の授業で将棋をすることで、将棋
が好きな人が増え、街の魅力アップにつ
ながると考える。
　また、歩道の詰将棋の近くに応募用紙
を置いて、応募者の中から抽選でプレゼ
ントするなど、将棋の普及につながると
考えるがどうか。

本
ほんま
間　駕

か い
偉さん（山口小６年）

　天童には良いものがたくさんある。一
つは、ジャガラモガラ。たくさんの人に
知ってもらいたい。整備について、市は
どのように考えているのか。
　二つには、天童の優しい方言で語る
「天童の昔語り」。昔語りを残していく方
法はないか。また、方言を大切にする取
り組みが必要ではないか。

武
たけだ
田　実

みのり
莉さん（津山小６年）

　通学路が狭いため、安全に登下校でき
るような対策をしてほしい。
　寺津小の児童数減少が心配だが、タブ
レットを活用したＩＣＴ推進校など、寺
津小の良さをたくさんの人に伝えること
で、寺津で勉強したい、住んでみようと
考える人が増えるのではないか。

大
おおいし
石　一

いちる
陽さん（寺津小６年） 伊

いとう
藤　優

ゆうさく
作さん（天童南部小６年）

　昔、舞鶴山にお城があり、現在天童城
跡を発掘していると聞き、大変興味を
もった。
　天童城を発掘したら、もっと天童市の
発展につながると思う。発掘をして、新
たな魅力として全国に発信してはどうか。

　野菜の需要と供給のバランスがとれて
いるのか伺いたい。
　市発展のため、天童独自の安全な野菜
やめずらしい野菜、おいしい野菜を作
り、指導者を支援する必要があると考え
る。働く場もでき、人口も増え、経済も
伸びると考えるがどうか。

松
まつだ
田　煌

こうせい
生さん（成生小６年）

　押切川河川敷や道路などにごみが捨て
られていることがある。ごみ対策はどの
ように行っているのか。
　また、災害対策について、天童市では
どのような準備をしているのか。いざと
いう時に、高齢者等も避難できるのか。

二
ふたつもり
ッ森翔

しょうた
太さん（天童北部小６年）

　天童市をもっと発展させて、より住み
やすい都市にしていきたいと思う。天童
市のこれからの発展について、どう考え
ているのか。
　オリジナル米など天童独自のものを作
ることや、ＰＲの方法を工夫してはどう
か。

安
あんどう
藤椋
りょうたろう
太郎さん（天童中部小６年）

議長
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特集

模 擬 議 会
天童市市制施行６０周年記念

　先日、カラスがごみ集積所のごみを荒
らし、ごみが散乱して地域の方が困った
様子で掃除をしていた。
　そこで、ごみの管理方法を周知するポ
スターを小中学生に描いてもらっては。
また、集積所をネットではなく、ボック
ス型にしてはどうか。

國
くにい
井日

ひ な の
菜乃さん（第四中３年）

　近年、道路の整備により便利で快適な
生活ができるようになった反面、交通量
が増え、危険を感じることもある。
　また、新しい道路ができたため信号が
必要になった交差点や、冬の通学路歩道
の除雪について、市ではどのように考え
ているのか。

小
こばやし
林　丈

たける
留さん（第三中３年）

　私たちの通学路にはグリーンベルトが
設置されているが、狭いうえに道路の片
側にしか設置されておらず、対向する歩
行者とのすれ違い時は危険である。
　グリーンベルトを両側に設置すること
や幅を広げる対策が必要では。

今
こんの
野　偉

いぶき
吹さん（第四中３年）

　市民憲章にもうたわれている「美しい
まちづくり」を実現するには、市民一人
一人が自分たちの周りをきれいにする意
識を持つこと。
　また、ごみの分別ルールやリサイクル
を徹底し、「日本一美しいまち天童市」
を実現する具体的な対策は。

笠
かさはら
原　由

ゆうな
菜さん（第三中３年）

　高齢者が暮らしやすい社会を目指し
て、予約制乗合タクシー「ドモス」を
もっと利用しやすく見直すべき。
　料金を下げたり無料バスへの変更や、
年末年始など連休が続く場合も運行し、
その財源の確保には税金ではなく、募金
や広告収入を充ててはどうか。

松
まつだ
田　乃

ないき
樹さん（第二中３年）

　県道荒谷原崎線と天童停車場若松線が
交わる交差点は、交通量が多く危険であ
り、実際に事故も起きている。
　信号機などの設置や、交通指導員を配
置して交通ルールを徹底させることで、
安全な通学路が確保できると考えるが、
市の考えは。

山
やまぐち
口　芽

め い
衣さん（第二中３年）

　通学班長として通学の安全を心掛けて
いるが、途中の道が狭く、低学年が事故
に遭わないか心配である。
　また、山寺に続く道路は交通量が多い
にもかかわらず、一部歩道も無く危険で
ある。道幅を拡げたり、歩道を設置する
など、市の考えは。

藁
わらしな
科亜

あ か ね
華寧さん（荒谷小６年）

　カラスによるふん被害や農作物への食
害に対して、カラスを寄せ付けないよう
生ごみを減らすなどの工夫を。
　毎日、学校給食に出される牛乳のスト
ローを、生態系に影響を与えず、自然分
解される紙製のストローにしてはどうか。

水
み と べ
戸部紗

さあや
彩さん（干布小６年）

　全国的に競争が激しいふるさと納税だ
が、寄附によって自治体を活性化させる
ことから、寄附者が返礼品を得ることに
目的がずれてしまっている。
　寄附金の使い道をもっと具体的にすれ
ば、本来の目的に沿うものとなると思う
が、市の今後の取り組みは。

太
おおた
田　　咲

さき
さん（第一中３年）

議長
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９ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、９月５日・６日の２日間
の日程で、１１人の議員が行いました。
　道路の街路樹等の環境整備や危険なブロック塀の対
応、学校給食無料化などについて市長や教育長等の見
解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成３０年度第３回市議会定例会（９月定例会）
は、８月３１日から９月２１日までの２２日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の人事議案２件に
ついて採決が行われました。そのほか、平成２９
年度決算議案１１件、平成３０年度一般会計補正予
算をはじめとする予算議案８件及び条例議案等
３件については、決算特別委員会、予算特別委
員会及び所管常任委員会に付託され、右記日程
での審査を経て、最終日の本会議で採決が行わ
れました。
（採決結果は１５ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

８／３１（金） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会、決算特別委員会の設置など）

９／５（水）
９／６（木） 本会議（市政に関する一般質問）

９／７（金） 総務教育常任委員会・環境福祉常任委員会
（付託案件の審査）

９／１０（月） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
９／１１（火）
９／１２（水）
９／１３（木）

決算特別委員会（付託案件の審査）

９／１４（金） 決算特別委員会（付託案件の審査、討論・表決）
９／１８（火） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論・表決）
９／２１（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

石
垣
昭
一 

議
員

＊‌�

学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い

て
＊‌�

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
応

に
つ
い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊‌�

道
路
の
街
路
樹
や
植
栽
等
の

環
境
整
備
に
市
民
の
協
働
の

力
を
借
り
る
こ
と
に
つ
い
て

＊‌�
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
災

害
時
要
支
援
者
登
録
の
実
態

に
つ
い
て

武
田
正
二 
議
員

＊‌�

水
害
等
・
減
災
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て

水
戸
芳
美 

議
員

＊‌�

敬
老
会
に
つ
い
て

＊‌�

消
防
団
に
つ
い
て

鈴
木
照
一 

議
員

＊‌�

天
童
市
の
将
来
像
と
広
域
連

携
に
つ
い
て

＊‌�

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ

い
て

＊‌�

中
小
企
業
振
興
に
つ
い
て

＊‌�

天
童
の
遺
産
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊‌�

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
本
市
の

発
展
に
つ
い
て

＊‌�

側
溝
の
整
備
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊‌�

今
回
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え

た
「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

の
策
定
」や「
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
）
を
活
用
し

た
情
報
伝
達
体
制
の
整
備
」

と
い
っ
た
本
市
の
災
害
対
策

の
見
直
し
に
つ
い
て

遠
藤
喜
昭 

議
員

＊‌�

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
解

消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

佐
藤
俊
弥 

議
員

＊‌�

都
市
基
盤
整
備
と
美
し
い
ま

ち
な
み
づ
く
り
に
つ
い
て

＊‌�
天
童
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
交
通
事
情
に
つ
い
て

結
城
義
巳 
議
員

＊‌�

自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

＊‌�

地
方
財
政
の
健
全
化
へ
向
け
て

後
藤
和
信 

議
員

＊‌�

介
護
予
防
対
策
に
つ
い
て

＊‌�

耐
震
化
に
つ
い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
政
和
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
何
で
す
か
。

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の

補
助
制
度
創
設
を

　
大
阪
北
部
地
震
で
女
子
児
童

が
犠
牲
に
な
り
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
が
課
題
と
な

る
中
、
自
治
体
独
自
の
補
助
制

度
の
創
設
や
制
度
を
拡
充
す
る

動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
本
市

で
も
市
民
か
ら
支
援
を
求
め
る

声
が
あ
り
、
早
期
に
補
助
制
度

を
創
設
す
べ
き
と
思
う
が
考
え

を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
市
で
は
通
学
路
を

含
む
市
全
域
の
道
路
に
面
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
対
象
に
設
置

状
況
の
緊
急
確
認
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、
現
在
の
建

築
基
準
法
の
規
定
に
適
合
し
な

い
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

高
さ
２
・
２
㍍
を
超
え
る
も
の

が
３９
カ
所
、
高
さ
が
１
・
２
㍍

を
超
え
２
・
２
㍍
以
下
で
控
え

壁
設
置
の
要
件
を
満
た
さ
な
い

も
の
が
２
９
０
１
カ
所
あ
っ
た
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
市

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
の
注
意
喚
起
や
所
有
者
に
改

善
を
指
導
す
る
文
書
を
送
付
す

る
な
ど
、
安
全
点
検
や
撤
去
、

改
修
に
向
け
た
協
力
を
求
め
て

い
き
た
い
。

　
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
来
年

度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
無
料
化
の

拡
充
を

　
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
支

え
る
う
え
で
、
学
校
給
食
は
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
無
料
化
に
よ
っ
て
給
食
費
の

心
配
が
な
く
、
平
等
に
全
て
の

子
ど
も
た
ち
に
給
食
が
提
供
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う

が
、
現
在
の
第
３
子
以
降
無
料

化
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
本
市
で
は
、
平

成
２９
年
度
か
ら
子
育
て
多
子
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
児
童
生

徒
の
給
食
費
を
無
料
と
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
県
内
で
は
、
小
中
学
校
の
給

食
費
完
全
無
料
化
を
実
施
し
て

い
る
鮭
川
村
を
は
じ
め
、
本
市

の
よ
う
に
一
部
無
料
化
な
ど
自

治
体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
県
内
外
自
治
体
の
取
組
事

例
を
調
査
し
た
い
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

自
主
防
災
組
織
の
育
成
と

災
害
時
要
支
援
者
登
録
の
実
態

　
自
主
防
災
会
は
、
市
内
全
域

に
組
織
さ
れ
た
が
、
も
っ
と
単

位
自
主
防
災
会
へ
の
き
め
細
か

な
指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
会
へ

防
災
無
線
の
資
機
材
が
整
備
さ

れ
た
が
、
い
ざ
と
い
う
時
、
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
指
導
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
災
害
時
要
支
援
者
登
録
の
状

況
と
実
態
は
。

山
本
市
長　
近
年
、
大
規
模
な

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
行
政

対
応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
。

　

自
主
防
災
会
が
９９
組
織
さ

れ
、
地
区
ご
と
に
自
主
防
災
会

連
絡
会
を
組
織
し
て
い
る
。

　

地
域
活
動
が
多
様
化
す
る

中
、
防
災
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
な
い
組
織
も
あ
る
。
地
域
の

恒
例
行
事
な
ど
を
活
用
し
て
、

住
民
の
防
災
へ
の
関
心
を
高
め

る
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
で
き

る
よ
う
支
援
し
た
い
。

　
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
の
実
施
状
況
を
再
確
認

し
、
定
期
的
に
試
験
や
訓
練
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

　
災
害
時
要
支
援
者
登
録
者
数

は
、
７
月
末
現
在
で
１
８
１
１

人
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
市

民
か
ら
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
周
知
を
図
り
、
制
度
の

充
実
を
推
進
す
る
。
災
害
時
に

支
援
が
必
要
な
方
を
自
主
防
災

会
等
で
避
難
支
援
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

道
路
の
美
化
活
動
に

市
民
の
協
働
の
力
を

　
天
童
市
は
切
れ
目
な
く
区
画

整
理
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。‌

道
路
や
公
園
な
ど
緑
地
面
積
が

増
え
て
い
る
。
市
民
の
協
力
を

得
る
た
め
の
支
援
策
を
。
高
齢

化
が
進
み
、
手
入
れ
困
難
な
地

域
も
出
て
い
る
。
維
持
管
理
費

の
増
額
と
作
業
員
の
増
員
を
。

山
本
市
長　
維
持
管
理
計
画
に

沿
っ
て
剪
定
や
草
刈
り
を
し
て

い
る
。
樹
木
の
成
長
に
応
じ
た

維
持
管
理
経
費
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
と
も
計
画
的
な
予
算

配
分
を
す
る
。
市
道
マ
イ
ロ
ー

ド
事
業
で
２２
団
体
の
協
力
が
あ

り
、
市
民
と
の
協
働
の
取
り
組

み
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

てんどう市議会だより №1625
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一 般 質 問

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
の
進
捗
状
況
は

　
昨
年
の
１２
月
定
例
会
で
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
状

況
を
質
問
し
た
。
そ
の
時
の
回

答
は
、
５
年
以
内
の
県
の
河
川

洪
水
浸
水
想
定
見
直
し
（
天
童

市
に
関
し
て
は
、
倉
津
川
、
乱

川
、
押
切
川
、
立
谷
川
の
４
河

川
）
を
待
っ
て
必
要
な
改
訂
を

行
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
西
日
本

豪
雨
災
害
、
最
上
・
庄
内
豪
雨

災
害
も
あ
り
、
早
急
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

山
本
市
長　
県
が
管
理
す
る
倉

津
川
、
乱
川
、
押
切
川
、
立
谷

川
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
洪

水
浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
３０
年
度
末

の
公
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

公
表
後
、
市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
訂
作
業
に
着
手

し
、
約
６
カ
月
の
作
業
期
間
を

見
込
ん
で
い
る
。
平
成
３１
年
９

月
ご
ろ
を
目
途
に
、
改
定
後
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
西
部
版

及
び
東
部
版
を
全
戸
配
布
す
る

と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
市
民
に
知
ら
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

防
災
士
の
資
格
取
得
に

補
助
金
制
度
を

　
天
童
市
で
も
少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
、
防
災
士
の
資
格
を
取

ろ
う
と
い
う
人
が
出
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
県
か
ら
の
資
格

取
得
に
対
す
る
補
助
額
が
減
額

さ
れ
、
地
域
で
防
災
士
の
資
格

を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
自

己
負
担
が
増
え
た
の
で
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
る
と
い
う
話
も
あ

る
。
減
額
分
の
補
助
を
市
で

補
っ
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
近
年
頻
発
す
る
自

然
災
害
に
備
え
、
地
域
防
災
力

の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
防
災

の
十
分
な
意
識
、
知
識
、
技
能

を
有
す
る
防
災
士
の
養
成
と
活

動
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
本
市

で
も
多
く
の
防
災
士
を
養
成
で

き
る
よ
う
、
自
主
防
災
組
織
や

市
民
へ
の
理
解
を
促
進
し
て
い

く
。

　
な
お
、
防
災
士
資
格
を
取
得

さ
れ
る
際
の
費
用
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

武た
け

田だ

正し
ょ
う

二じ

議
員

消
防
団
員
に
、準
中
型
免
許
取
得

す
る
場
合
、補
助
す
べ
き
で
は

　
道
路
交
通
法
が
平
成
２９
年
３

月
に
改
正
さ
れ
、
普
通
免
許
で

車
両
総
重
量
３
・
５
㌧
以
上
が

運
転
で
き
な
く
な
っ
た
。
配
備

中
の
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
３
・

５
㌧
以
上
５
㌧
未
満
で
あ
り
、

改
正
前
の
普
通
免
許
取
得
者

は
、
５
㌧
未
満
ま
で
運
転
で
き

る
た
め
問
題
な
い
。
し
か
し
、

今
後
普
通
免
許
を
取
得
す
る
消

防
団
員
は
、
３
・
５
㌧
以
上
は

運
転
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
準

中
型
免
許
を
取
得
す
る
場
合
に

補
助
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
最
近
は
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
の
人
も
多

い
。
今
後
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車

も
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
か
ら
、
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク
車
に
変
更
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

山
本
市
長　
現
在
９２
・
５
㌫
の

団
員
が
配
備
さ
れ
た
消
防
ポ
ン

プ
車
を
運
転
で
き
る
資
格
を
有

し
て
お
り
、
準
中
型
免
許
取
得

に
係
る
経
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
普
通

免
許
で
運
転
可
能
な
消
防
ポ
ン

プ
車
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、
運

転
免
許
に
合
わ
せ
た
車
両
更
新

を
し
て
い
く
。
な
お
、
準
中
型

免
許
取
得
者
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
各
市
町
村
の
状

況
を
見
な
が
ら
調
査
研
究
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
に
関

し
て
は
、
徐
々
に
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
車
に
移
行
し
て
い
く
。

敬
老
会
は
学
年
単
位
で

招
待
す
べ
き
で
は

　
敬
老
会
の
招
待
者
は
、
年
齢

が
そ
の
年
の
１２
月
３１
日
ま
で
に

７７
歳
以
上
と
な
る
方
を
対
象
と

し
て
い
る
。
最
初
に
迎
え
る
年

は
、
学
年
が
同
じ
で
も
、
１
月

か
ら
３
月
生
ま
れ
の
人
は
１
年

遅
れ
で
招
待
と
な
り
、
同
じ
仲

間
と
敬
老
会
を
迎
え
た
い
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。
３
月
生
ま

れ
ま
で
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
対
象
年
齢
を
７７
歳

か
ら
引
き
上
げ
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

山
本
市
長　
学
年
で
の
招
待
に

つ
い
て
は
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
現
時
点
で
対

象
年
齢
を
７７
歳
か
ら
引
き
上
げ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

水み

戸と

芳よ
し

美み

議
員
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一 般 質 問

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

　
各
種
税
金
も
電
子
決
済
へ

　
水
道
料
金
や
市
民
病
院
の
支

払
い
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
で
の
電
子
決
済
の
対
象
を
、

各
種
税
金
ま
で
拡
大
し
て
は
ど

う
か
。

山
本
市
長　

上
下
水
道
料
金

は
、
今
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
登
録
す
る

こ
と
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
支
払
い
が
可
能
に
な
っ

た
。
ま
た
、
市
民
病
院
の
窓
口

支
払
い
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２

年
度
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
支
払
い
が
可
能
で
あ

り
、
６
年
間
で
約
２
・
５
倍
の

利
用
増
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、‌

今
後
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

遠
藤
総
務
部
長　
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
税
は
、
全
国
で
３３
都
道
府

県
、
１
５
９
の
市
町
村
が
導
入

し
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
決

済
方
法
も
合
わ
せ
、
納
税
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
導
入
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
税
は
、
導
入
に

当
た
り
シ
ス
テ
ム
改
修
に
多
額

の
経
費
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ

た
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

織
田
の
里
天
童
か
ら

　
新
時
代
の
楽
市
楽
座
を

　
全
国
で
は
、
商
工
会
議
所
等

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想

商
店
街
を
運
営
し
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

が
あ
る
。
ま
さ
に
、
新
時
代
の

楽
市
楽
座
と
い
え
る
仮
想
商
店

街
を
、
民
間
活
力
を
引
き
出

し
、
織
田
の
里
天
童
か
ら
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　

仮
想
商
店
街
を

ネ
ッ
ト
上
に
展
開
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
は
、
事
業
者
に

と
っ
て
商
取
引
の
拡
大
を
図
る

上
で
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
仮
想
商
店
街
の
運
営

事
業
者
と
し
て
新
規
参
入
す
る

の
は
難
し
い
。
民
間
経
営
に
よ

る
提
案
が
あ
れ
ば
、
支
援
の
あ

り
方
を
研
究
し
た
い
。

森
谷
経
済
部
長　
市
内
事
業
者

の
商
取
引
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
天
童
市
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た

新
た
な
事
業
展
開
の
提
案
が
あ

れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の

整
備
を

　
公
園
や
駅
前
な
ど
で
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
を
行
っ
て
い
る
の
を

見
か
け
る
が
、
危
険
・
迷
惑
な

行
為
が
あ
り
、
市
民
か
ら
の
苦

情
や
、
施
設
の
損
傷
な
ど
の
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
公

園
に
競
技
施
設
を
整
備
す
れ
ば

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
や
、
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
推
進
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
ま
た
、
県
総
合
運
動
公
園

に
施
設
整
備
を
提
案
し
て
は
。

山
本
市
長　
競
技
人
口
や
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
費
用
対

効
果
を
見
極
め
判
断
し
て
い

く
。
県
総
合
運
動
公
園
に
整
備

さ
れ
れ
ば
、
に
ぎ
わ
い
創
出
や

魅
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

が
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
誘
致

の
公
募
を
控
え
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
提
案
は
時
期

尚
早
で
あ
る
。

松
浦
市
民
部
長　
市
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
へ
の
整
備
は
、
本
市

に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
の
団

体
が
な
く
、
整
備
の
要
望
も
な

い
た
め
、
既
存
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
こ
と
が
優
先
で
あ
る
。

小
笠
原
建
設
部
長　
市
内
の
公

園
は
狭
く
、
設
置
場
所
の
確
保

が
困
難
な
こ
と
や
住
宅
地
で
夜

間
の
騒
音
等
が
問
題
と
な
る
た

め
公
園
へ
の
整
備
は
難
し
い
。

側
溝
の
ふ
た
掛
け
を

　
側
溝
の
経
年
劣
化
で
水
の
流

れ
が
悪
く
、
溜
ま
っ
て
い
る
場

所
も
あ
る
が
対
策
は
。
側
溝
の

ふ
た
掛
け
は
、
車
の
交
通
量
や

子
ど
も
の
通
学
路
等
の
要
因
も

検
討
材
料
に
含
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
ヤ
マ
ザ
ワ
長
岡
店
の
西
側

市
道
の
側
溝
の
ふ
た
掛
け
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

山
本
市
長　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

点
検
の
強
化
で
計
画
的
に
側
溝

修
繕
を
し
て
い
る
。
側
溝
の
ふ

た
掛
け
は
、
電
柱
を
民
有
地
へ

移
設
し
て
か
ら
行
う
こ
と
が
基

本
方
針
だ
が
、
交
通
量
や
地
域

の
状
況
に
応
じ
、
道
路
の
安
全

対
策
と
し
て
自
治
会
と
相
談
し

て
進
め
て
い
く
。

小
笠
原
建
設
部
長　
町
内
会
と

連
携
を
図
り
、
民
地
建
柱
を
行

い
つ
つ
側
溝
の
ふ
た
掛
け
を
し

て
い
く
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員
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一 般 質 問

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の

策
定
状
況
は

　
最
近
の
豪
雨
災
害
で
、
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
が
未
策
定
で

あ
っ
た
自
治
体
で
仮
置
き
場
の

選
定
に
時
間
を
要
し
、
ご
み
の

受
け
入
れ
が
困
難
と
な
り
、
復

旧
作
業
や
住
民
生
活
に
支
障
を

来
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
ま
だ
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
を
策
定
し
て
い
な
い

が
、
早
急
に
策
定
し
万
一
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
本
市
の
策
定
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
来
年
度
中
に
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

仮
置
き
場
の
選
定
な
ど
の
重
要

な
項
目
に
つ
い
て
は
今
年
度
中

し
て
、
仮
置
き
場
を
指
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
災
害
発
生
時
に

活
用
す
る
考
え
は

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制

交
流
サ
イ
ト
）
は
情
報
を
瞬
時

に
拡
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
災
害
時
の
情
報
発

信
・
情
報
収
集
手
段
と
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
導
入
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
災
害
時
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
情
報
発

信
・
情
報
収
集
を
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
情
報
の
拡
散
な
ど

新
た
な
情
報
伝
達
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度
中
に

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
運
用
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
に
限
ら

ず
、
生
活
情
報
や
観
光
情
報
な

ど
市
政
全
般
の
情
報
を
発
信

し
、
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
目
指

し
た
い
。

に
検
討
し
、
災
害
に
備
え
て
い

き
た
い
。

松
浦
市
民
部
長　
天
童
市
内
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
想
定
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
災
害
を
想
定

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

待
っ
た
ナ
シ

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
！

　
就
農
者
の
減
少
・
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
遊

休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
面
積

が
拡
大
し
て
い
る
。
特
に
本
市

東
側
の
樹
園
地
で
は
病
害
虫
の

伝
染
や
鳥
獣
害
の
被
害
も
拡
大

し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
好
評
で
も
あ
る

本
市
特
産
の
果
物
も
確
実
に
生

産
が
減
少
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
の
対
策
だ
け
で
な
く
、
農
業

関
係
機
関
、
民
間
を
交
え
た
対

策
に
向
け
た
研
究
機
関
の
創
設

や
、認
定
農
業
者
だ
け
で
な
く
、‌

兼
業
農
家
へ
の
き
め
細
か
な
支

援
な
ど
、
本
市
独
自
の
解
消
に

向
け
た
対
応
を
推
し
進
め
る
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
調
査
（
平
成
２７
年
）
を
ベ
ー

ス
に
す
る
と
、
１０
年
後
に
は
、

就
農
者
が
約
８
０
０
人
の
減

少
、
遊
休
農
地
は
１
７
０
㌶

（
う
ち
樹
園
地
約
１
０
０
㌶
）

増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
中
心
的
な
担
い
手
の
規
模

拡
大
を
支
援
し
農
地
の
集
積
・

集
約
を
進
め
る
一
方
で
、
山
間

地
等
の
耕
作
条
件
の
不
利
な
農

地
は
山
林
に
戻
す
こ
と
や
農
業

団
地
の
整
備
な
ど
も
必
要
と
考

え
る
。
農
業
関
係
者
や
専
門
家

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。

新
体
制
農
業
委
員
会
の

積
極
的
な
意
見
に
期
待

　
平
成
２９
年
７
月
の
改
選
で
農

業
委
員
１９
人
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
８
人
が
選
出
さ
れ

１
年
が
経
過
し
た
。
農
業
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
と
い
う
認

識
で
お
り
、
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
た
闊
達
な
議
論
と
本
市
へ

の
意
見
に
期
待
し
て
い
る
。
今

年
４
月
会
長
に
就
任
さ
れ
た
所

信
と
合
わ
せ
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
伺
い
た
い
。

堀
越
農
業
委
員
会
会
長　
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
が
、
活
発
な
議
論
・
研
修
な

ど
を
通
し
見
識
を
高
め
、
遊
休

農
地
の
解
消
や
拡
大
の
防
止
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
か
ら
の
農
業
振
興
を
図
る
上

で
若
者
が
定
着
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
。
地
域
の
関
係
者

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と

議
論
を
進
め
、
課
題
の
克
服
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員

災害廃棄物処理計画で
定めること

・廃棄物発生量の推計
・仮置場の設置、運用方針
・‌�生活ごみ、避難所ごみ、仮設
トイレのし尿の処理体制
・周辺自治体との連携事項 など

災害廃棄物対策指針（環境省環境再生・資
源循環局災害廃棄物対策室）を参考に作成

平成30年11月1日発行 8
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狭あいな市スポーツセンター周辺の道路

一 般 質 問

幹
線
道
路
と

美
し
い
町
並
み
整
備
の
計
画
は

　
市
内
に
は
ま
だ
街
路
樹
が
植

栽
さ
れ
て
い
な
い
路
線
が
あ

る
。
新
た
に
開
通
し
た
清
池
南

小
畑
線
の
沿
道
整
備
に
つ
い

て
、
一
貫
性
の
あ
る
街
路
樹
の

植
栽
計
画
を
考
え
て
い
る
の

か
、
空
間
と
景
観
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
高
め

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。
ま
た
芳
賀
タ

ウ
ン
か
ら
清
池
南
小
畑
線
を
南

に
だ
ん
だ
ん
細
く
な
り
、
一
車

線
に
な
っ
て
、
ま
た
広
く
な
る

が
、
い
つ
ま
で
の
規
制
な
の
か

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
街
路
樹
が
植
栽
さ

れ
て
い
な
い
路
線
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
、
統
一
感
の
あ

る
植
栽
を
平
成
３１
年
度
に
予
定

を
し
て
い
る
。

小
笠
原
建
設
部
長　
現
在
信
号

機
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
長

岡
金
谷
線
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
天
童
署
か
ら
県
の
公
安
委

員
会
へ
信
号
機
の
設
置
優
先
順

位
１
番
と
い
う
形
で
要
望
し
て

い
る
。

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

安
全
な
交
通
整
備
を

　
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
南
側

駐
車
場
か
ら
交
り
江
に
入
る
道

路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。
道

路
上
に
電
柱
や
ふ
た
の
つ
い
て

い
な
い
側
溝
な
ど
が
あ
り
往
来

を
妨
げ
、
危
険
で
あ
る
。

山
本
市
長　
施
設
利
用
者
の
車

両
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
西
側

の
三
中
成
生
１
号
線
へ
誘
導

し
、
幹
線
道
路
の
利
用
を
促
し

た
い
。
ま
た
、
生
活
道
路
の
安

全
対
策
と
し
て
、
電
柱
の
民
地

建
柱
や
側
溝
の
ふ
た
掛
け
な
ど

自
治
会
等
と
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
笠
原
建
設
部
長　
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場
を
利
用

し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
一
旦

西
の
方
へ
出
て
、
広
い
三
中
成

生
１
号
線
、
給
食
セ
ン
タ
ー
前

の
通
り
に
出
て
、
そ
こ
か
ら
北

な
り
南
の
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
行
く

方
法
で
Ｐ

Ｒ
を
し
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
る
。

佐さ

藤と
う

俊と
し

弥や

議
員

山
崩
れ
・
土
砂
災
害
危
険
地
域
に

対
し
て
の
災
害
未
然
防
止
対
策
は

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
に
は
、

未
然
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

若
松
か
ら
金
毘
羅
周
辺
は
土
砂

災
害
が
心
配
で
あ
る
。
毎
時
の

降
雨
量
等
を
測
定
し
、
適
時
に

避
難
す
る
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
平
成
１７
年
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
山
口
の
不
動
沢
川
に
土
砂

が
流
出
し
、
魚
の
住
め
な
い
川

に
な
っ
た
。
そ
の
復
元
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
の
激
し
い
集
中
豪
雨
に
、

再
び
大
き
な
災
害
に
な
ら
な
い

対
策
は
あ
る
の
か
。

山
本
市
長　
毎
時
の
降
雨
量
と

す
で
に
降
っ
た
土
壌
中
の
水
分

量
か
ら
判
断
し
、
土
砂
災
害
等

の
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は

早
め
に
住
民
へ
避
難
情
報
を
発

し
、
情
報
の
伝
達
を
し
て
い

く
。
以
前
、
不
動
沢
川
は
魚
が

住
ん
で
い
た
と
地
域
の
方
々
か

ら
伺
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
魚

は
い
な
い
し
原
因
も
わ
か
っ
て

い
な
い
。
現
在
、
事
業
予
定
者

が
採
石
事
業
の
許
可
申
請
に
向

け
て
県
と
事
前
協
議
を
進
め
て

い
る
。
国
は
１０
年
に
一
度
の
豪

雨
に
耐
え
ら
れ
る
沈
澱
池
の
整

備
を
認
可
基
準
と
し
て
い
る
の

で
、
県
に
対
し
て
厳
格
な
審
査

を
引
き
続
き
要
求
し
て
い
く
。

地
方
財
政
の

健
全
化
へ
向
け
て

　
平
成
１３
年
度
に
設
け
ら
れ
た

「
臨
時
財
政
対
策
債
」
は
国
が

地
方
へ
交
付
す
べ
き
地
方
交
付

税
の
財
源
不
足
分
を
地
方
に
負

担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
地
方

交
付
税
の
財
源
総
額
は
所
得
税

を
含
め
た
五
税
の
収
入
額
に
法

定
率
を
乗
じ
て
算
出
す
る
こ
と

を
地
方
交
付
税
法
で
定
め
て
い

る
。
財
源
総
額
確
保
は
こ
の
法

定
率
を
引
き
上
げ
る
し
か
な
い

と
考
え
る
。
地
方
六
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
地
方
交
付
税
法
の

改
正
を
強
力
に
国
へ
要
求
す
べ

き
で
な
い
か
。

山
本
市
長　
恒
常
的
な
地
方
交

付
税
の
財
源
不
足
解
消
に
は
、

法
定
率
の
引
き
上
げ
を
す
べ
き

で
あ
る
。
全
国
市
長
会
や
全
国

市
議
会
議
長
会
で
も
決
議
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
市
長
会
等

の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
地
方
交

付
税
の
法
定
率
引
き
上
げ
を
国

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

てんどう市議会だより №1629
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一 般 質 問

議 会 の う ご き
（７月１９日～１０月１９日）

■７月
　２３日～‌�２５日　てんどう創生の会先進地視察（長野県佐

久市・上田市・長野市）
　２３日　埼玉県白岡市議会・蓮田市議会視察来童
　　　　‌�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会全員協

議会・定例会
　２４日　鹿児島県鹿

か の や

屋市議会視察来童
　２６日　三重県津市議会視察来童
　２７日　ＩＣＴ議会検討委員会（セミナー参加）
　３０日　‌�市長要請経済建設常任委員会（新工業団地整備

事業の進捗状況について）
　３１日　‌�市長要請環境福祉常任委員会（市民病院中期経

営計画の進捗状況について ほか）
■８月
　１日　佐賀県佐賀市議会視察来童
　２日　三重県伊賀市議会視察来童
　　　　群馬県高崎市議会視察来童
　８日～９日　天童夏まつり
　９日　山形県市議会議長会議員研修会（山形市）
　１０日　各派代表者会
　２１日　ＩＣＴ議会検討委員会
　２４日　議会運営委員会
　２９日　福岡県福岡市議会視察来童
　３１日～９月２１日　第３回市議会定例会
　３１日　決算特別委員会
　　　　広報委員会
　　　　全員協議会
■９月
　３日　‌�総務教育常任委員会所管事務調査（ＩＣＴ教育

について ほか）
　６日　市長要請全員協議会
　７日　‌�市長要請環境福祉常任委員会（山交バス（山形〜

村山・北町線）の運行路線の再編について）
　１０日　‌�市長要請経済建設常任委員会（ブロック塀等の

緊急確認における結果報告について ほか）
　１８日　全員協議会
　２０日　議会運営委員会
　２１日　広報委員会
■１０月
　１日　市制施行６０周年記念式典
　３日　愛知県豊川市議会視察来童
　４日　埼玉県川越市議会視察来童
　５日　議会運営委員会
　７日　模擬議会
　９日　広報委員会
　１０日　岐阜県垂井町議会視察来童
　１１日　宮城県多賀城市議会視察来童
　１５日　千葉県富里市議会視察来童
　１６日　広報委員会
　　　　新潟県聖

せい

籠
ろう

町
まち

議会視察来童
　１７日　徳島県吉野川市議会視察来童
　　　　‌�市長要請経済建設常任委員会（雨水流出抑制施

設整備工事について）
　１８日　山形県議会視察来童
　　　　‌�市長要請環境福祉常任委員会（保育関係施設整

備事業の進捗状況について）

介
護
予
防
フ
レ
イ
ル
の

取
り
組
み
は

　
高
齢
に
な
っ
て
も
、
地
域
の

中
で
元
気
で
暮
ら
す
た
め
に
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
な

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
フ
レ
イ
ル
と
い

う
言
葉
を
最
近
耳
に
す
る
こ
と

が
多
い
。
健
常
な
状
態
か
ら
要

介
護
状
態
に
な
る
ま
で
の
中
間

的
な
段
階
で
、
加
齢
に
伴
っ
て

心
身
の
機
能
が
低
下
し
、
要
介

護
に
な
る
恐
れ
が
高
い
状
態
を

指
す
。
適
切
な
取
り
組
み
で
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
回
復
す
る
可

逆
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
国
は
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
、
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
市

の
要
介
護
認
定
率
は
１４
・
２
㌫

で
県
平
均
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い
る
。サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
な
ど
筋
力
の
低
下
が
原
因
に

よ
る
フ
レ
イ
ル
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
低
栄
養
、
口
腔
ケ
ア
不

足
、
社
会
か
ら
離
れ
る
こ
と
等

へ
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　
今
後
、
従
来
の
介
護
予
防
に

加
え
、
買
い
物
支
援
を
取
り
入

れ
た
リ
ハ
ビ
リ
事
業
等
を
実
施

し
て
介
護
予
防
に
努
め
て
い
く
。

公
共
施
設
の
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
を

　
公
共
施
設
の
構
造
物
の
耐
震

化
、
ま
た
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
も
今
年
度
で
終
了
し
て
い

る
。
公
共
施
設
の
中
で
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
が
通
う
小
中
学

校
、
保
育
園
、
児
童
館
、
学
童

保
育
等
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。

　
最
近
、
日
本
各
地
で
想
定
外

の
大
型
台
風
や
地
震
な
ど
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
安
全
安
心
の
立
場
か

ら
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止
対
策
等
を
早
急
に
実
施
す
べ

き
で
あ
る
。

山
本
市
長　
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散

防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
施
設
の
み
で
実
施
し
て
い

る
。
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た

め
に
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対

策
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
市
有
施
設
に
つ
い

て
は
、
長
寿
命
化
に
関
す
る
個

別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
。

後ご

藤と
う

和か
ず

信の
ぶ

議
員

平成30年11月1日発行 10



ふるさと納税返礼品プレゼント　駒ストラップ

ふ
る
さ
と
納
税

委
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

に
要
す
る
経
費
２
億
８
３
８
５

万
８
０
０
０
円
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
先
行

受
付
分
７
億
４
７
７
３
万
４
０

０
０
円
の
経
費
で
返
礼
品
代
２

億
２
４
３
２
万
１
０
０
０
円
、

発
送
代
５
７
０
０
万
７
０
０
０

円
、
手
数
料
２
５
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
３０
年
度
は

コ
ン
ビ
ニ
や
携
帯
電
話
で
も
決

済
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

委
員　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

■■■

　一般会計ほか特別会計補正予算は、予算特別委員
会に付託され審査された後、本会議において、原案
のとおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

１２億６５３８万５０００円を
増額補正し

２５４億５１４８万４０００円に

ン
に
要
す
る
経
費
１
７
２
３
万

４
０
０
０
円
に
つ
い
て
の
内
容

は
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
平
成

２９
年
度
分
の
先
行
受
付
分
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
経
費
で
あ
る
、
駒

ス
ト
ラ
ッ
プ
・
３
月
の
ラ
イ
オ

ン
限
定
ノ
ベ
ル
テ
ィ
・
天
童
産

米
お
楽
し
み
セ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
品
代
１
３
６
４
万
７
０
０

０
円
、
封
筒
印
刷
代
５
万
９
０

０
０
円
、
発
送
代
３
５
２
万
８

０
０
０
円
で
あ
る
。

将
棋
駒
の
里
の
振
興

委
員　
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト

作
成
業
務
委
託
料
５
４
０
万
円

の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
「
３
月
の
ラ

イ
オ
ン
」
と
の
新
た
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
本
市
ら
し

い
風
景
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
、
こ
れ

か
ら
の
本
市
の
観
光
や
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
に
役
立
て
る
も

の
。
天
童
駅
へ
の
ウ
ェ
ル
カ
ム

ボ
ー
ド
設
置
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

農
業
の
振
興

委
員　
元
気
な
６
次
産
業
化
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
費
補

助
金
７
６
２
万
７
０
０
０
円
、

園
芸
大
国
や
ま
が
た
産
地
育
成

支
援
事
業
費
補
助
金
２
４
６
４

万
７
０
０
０
円
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
元
気
な
６
次
産
業

化
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業

費
補
助
金
は
、
山
口
地
区
で
里

芋
の
皮
を
む
い
て
袋
詰
め
し
て

販
売
す
る
た
め
の
加
工
所
整
備

と
機
械
の
導
入
に
対
し
て
県
が

３
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
。

ま
た
、
園
芸
大
国
や
ま
が
た
産

地
育
成
支
援
費
事
業
補
助
金

は
、
蔵
増
地
区
の
ネ
ギ
栽
培
と

津
山
地
区
等
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
栽

培
の
加
温
ハ
ウ
ス
設
置
等
に
対

し
て
山
形
県
が
１２
分
の
５
、
市

が
１２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
。

予算特別委員会 平成３０年度一般会計補正予算

一般会計補正予算の
あらまし
（単位：万円 単位未満四捨五入）主な内容

ふるさと納税の推進に要す
る経費 ２億８３８６

児童扶養手当の支給に要す
る経費 ７７７

元気な６次産業化ステップ
アップ支援事業費補助金 ７６３

園芸大国やまがた産地育成
支援事業費補助金 ２４６５

畜産経営競争力強化支援事
業費補助金 ３１８

将棋駒の里の振興に要する
経費 ５４８

てんどう市議会だより №16211



げんキッズで親子で楽しく遊んでいる様子

決算特別委員会
一般会計を含む１１件を認定

　平成２９年度一般会計決算ほか、特別会計・企業会計決
算は、決算特別委員会に付託され審査された後、本会議
において、原案のとおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

ふ
る
さ
と
納
税

委
員　
平
成
２９
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
附
金
は
、
２８
億
９

９
４
５
万
８
８
３
７
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
返
礼
品
を
寄
附
金

額
の
３
分
の
１
に
し
た
こ
と
に

よ
り
、
実
績
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
平
成

２９
年
度
の
返
礼
品
の
支
出
額

は
、
２１
億
６
７
５
３
万
６
０
０

０
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
は
見
直
し
前
に
先
行
受
付
し

た
返
礼
品
額
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
前
年
度
と
比
較
で
き

な
い
。
見
直
し
後
の
寄
附
金
件

数
及
び
額
は
、
と
も
に
減
少
し

て
い
る
。

子
育
て
未
来
館「
げ
ん
キ
ッ
ズ
」

一
時
預
か
り
事
業

委
員　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
利
用
件
数
が
減
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
制
度
の

周
知
・
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
送
迎
に
伴

い
預
か
り
も
行
う
場
合
２
件
と

カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
預
け

る
数
が
減
っ
て
い
る
。
げ
ん

キ
ッ
ズ
の
一
時
預
か
り
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
煩
わ
し

さ
が
な
く
気
軽
に
預
け
る
こ
と

の
で
き
る
一
時
預
か
り
の
利
用

が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
必
要
に
応
じ

説
明
会
や
顔
合
わ
せ
会
を
開
催

し
て
き
た
が
、
平
成
２９
年
度
か

ら
定
期
的
に
土
日
に
開
催
を
し

て
、
周
知
と
利
用
促
進
に
努
め

て
い
る
。

移
住
・
定
住
促
進

委
員　
移
住
・
定
住
促
進
Ｐ
Ｒ

動
画
制
作
委
託
料
３０
万
円
の
効

果
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
観
光
を
含

め
た
天
童
市
Ｐ
Ｒ
動
画
を
平
成

２９
年
１０
月
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
配
信
し
た
。
平
成
３０
年
９
月

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
回
数
が
１
４

８
３
回
と
な
っ
て
お
り
、
移

住
・
定
住
相
談
件
数
は
５
件

だ
っ
た
。

結
婚
活
動
支
援
事
業

委
員　
新
婚
新
生
活
支
援
事
業

費
補
助
金
８４
万
９
０
０
０
円
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
新
婚
に
伴

う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
新
婚
世
帯
に
対
し
て
新
生

活
に
係
る
住
居
費
、
引
越
し
費

用
を
支
援
し
た
。
申
請
件
数
は

７
件
で
８４
万
９
０
０
０
円
で
あ

る
。中

学
校
自
主
学
習
会

全
中
学
校
で
開
催

委
員　
全
中
学
校
で
自
主
学
習

会
を
開
催
し
た
が
、
利
用
実
態

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

学
校
教
育
課
長　
長
期
休
業
中

に
学
校
施
設
を
利
用
し
、
大
学

生
や
社
会
人
の
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー
の
支
援
を
得
て
、
２２
～
２６

日
間
開
催
し
た
。
延
べ
参
加
生

徒
数
は
４
４
９
０
人
。
学
習
習

慣
の
確
立
や
長
期
休
業
中
の
計

画
的
な
過
ご
し
方
を
考
え
る
力

の
育
成
に
も
な
っ
た
。

実
用
英
語
技
能
検
定

委
員　
中
学
２
～
３
年
生
の
英

検
検
定
料
の
補
助
を
行
っ
た
が

効
果
は
。

学
校
教
育
課
長　
検
定
料
補
助

に
よ
り
、
受
検
率
は
中
学
２
年

生
は
５１
・
７
㌫
、
中
学
３
年
生

は
５０
・
４
㌫
と
な
っ
た
。
取
得

率
は
６７
・
６
㌫
で
、
中
学
３
年

生
の
英
検
３
級
以
上
取
得
者
は

平
成
２７
年
度
の
１２
㌫
に
対
し
、

平
成
２９
年
度
は
２１
・
９
㌫
と

な
っ
た
。

福
祉
バ
ス

委
員　
福
祉
バ
ス
２
台
の
利
用

実
績
と
平
成
２９
年
度
か
ら
実
施

し
た
借
上
げ
バ
ス
の
利
用
実
績

は
。

社
会
福
祉
課
長　
主
に
か
ま
た

荘
の
送
迎
用
に
利
用
す
る
「
敬

老
号
」
は
１
５
３
団
体
で
３
０

１
４
人
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等

の
活
動
で
利
用
す
る
「
福
祉

号
」
は
１
７
５
団
体
で
３
８
６

２
人
、
ま
た
、
借
上
げ
バ
ス
は

９
団
体
で
３
０
０
人
の
方
に
利

用
い
た
だ
い
た
。

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
推
進

委
員　
登
録
者
の
増
加
と
利
用

者
の
拡
大
に
向
け
た
、
周
知
と

取
り
組
み
は
。

平成30年11月1日発行 12



市内を運行している予約制乗合タクシー「ドモス」

を
交
付
し
た
。
使
い
き
れ
ず
に

残
っ
た
タ
ク
シ
ー
券
等
は
、
手

続
き
を
す
れ
ば
次
年
度
に
利
用

で
き
る
券
と
交
換
し
て
い
る
。

９
月
中
旬
ま
で
に
１
１
５
人
が

交
換
の
手
続
き
を
行
っ
た
。

農
作
物
被
害
対
策
事
業

委
員　
農
作
物
被
害
対
策
１
３

０
３
万
６
０
０
０
円
の
成
果
は
。

農
林
課
長　
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
（
隊
員
数
６１
人
）
を
設
置

し
、
サ
ル
・
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ

捕
獲
報
奨
金
の
増
額
等
を
行

い
、
被
害
地
域
で
の
駆
除
に
努

め
た
。
ま
た
、
市
単
独
事
業
と

し
て
サ
ル
等
用
電
気
柵
１
２
４

０
㍍
、
イ
ノ
シ
シ
用
電
牧
柵
３

１
６
０
㍍
の
助
成
を
行
い
農
作

物
の
被
害
防
止
に
努
め
た
。

企
業
誘
致
事
業

委
員　

荒
谷
西
、
天
童
イ
ン

タ
ー
の
各
工
業
団
地
、
ま
た
、

新
た
な
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
。

産
業
立
地
室
長　
東
京
に
職
員

を
派
遣
し
、
関
東
圏
で
２
７
４

生
活
環
境
課
長　
予
約
制
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
地
元
説
明
会
を
開

催
し
た
。
主
に
高
齢
者
が
集
ま

る
場
や
各
種
会
合
等
で
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
具
体
的

な
相
談
に
応
じ
な
が
ら
運
行
内

容
の
説
明
を
行
っ
た
。
登
録
者

数
は
２
１
８
２
人
、
年
間
延
べ

利
用
者
は
８
５
９
３
人
と
な
っ

て
い
る
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
へ
の
支
援

委
員　
自
主
返
納
者
に
交
付
さ

れ
た
２
万
円
の
タ
ク
シ
ー
券
が

利
用
で
き
ず
に
残
っ
た
場
合

は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る

の
か
。

生
活
環
境
課
長　
２
０
２
人
の

自
主
返
納
者
に
タ
ク
シ
ー
券
等

件
訪
問
し
た
。
ま
た
、
県
内
の

企
業
を
１
３
８
件
訪
問
し
た
。

荒
谷
西
工
業
団
地
は
企
業
１
社

と
契
約
し
分
譲
率
は
約
９８
㌫
、

天
童
イ
ン
タ
ー
は
全
て
完
売
し

た
。建

築
支
援
事
業

委
員　
定
住
促
進
・
子
育
て
世

帯
支
援
事
業
３
９
９
５
万
円
の

具
体
的
実
績
は
。

建
設
課
長　
定
住
促
進
・
子
育

て
世
帯
支
援
事
業
の
転
入
一
般

世
帯
は
３６
件
で
あ
る
。
ま
た
、

転
入
子
育
て
世
帯
は
６５
件
で
、

市
内
子
育
て
世
帯
は
１
２
２
件

で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
事
業

委
員　
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
に

よ
る
成
約
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
平
成
２９
年
度
の
成

約
件
数
は
２
件
で
、
地
域
別
で

は
田
麦
野
地
域
１
件
、
長
岡
北

地
域
１
件
で
あ
る
。
平
成
２７
年

度
開
始
か
ら
累
計
で
５
件
成
約

し
て
い
る
。

公
園
管
理
事
業

委
員　
公
園
の
維
持
管
理
を
す

る
た
め
の
貸
し
出
し
機
や
管
理

作
業
員
の
雇
用
の
状
況
は
。

都
市
計
画
課
長　
現
在
、
草
刈

機
は
刈
払
機
３
台
と
、
手
押
し

式
の
２
台
を
合
わ
せ
、
計
５
台

を
貸
し
出
し
て
い
る
。
平
成
２９

年
度
は
、
１２
人
の
作
業
員
を
雇

用
し
て
い
る
が
、
将
来
は
１５
人

の
雇
用
を
考
え
て
お
り
、
今
後

も
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

平成２９年度 各会計の決算
（単位：万円 単位未満四捨五入）

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 　 般 　 会 　 計 ２８３億５１００ ２６８億８

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 ７８億３５３７ ７２億８１５０
用 地 買 収 ３０９ ７８
財 産 区 ２１５ １６４
介 護 保 険 ５３億８７１２ ５１億８３４４
市 民 墓 地 ６７９ １８８
後期高齢者医療 ７億３０５ ６億８３９７
工業団地整備事業 ６億２４６６ ６億１５６９
合　　　　計 ４２９億１３２３ ４０５億６８９７

水道事業会計　　　　当年度純利益　２億３１２８万円
市民病院事業会計　　当年度純利益　　　７９０万円
公共下水道事業会計　当年度純利益　１億９７２０万円

　８月３１日に開催された決算特別委員会において、
委員長及び副委員長が互選されました。

　なお、決算特別委員会は、議長及び監査委員を除
く全議員で構成されています。

◇委 員 長　山　崎　　　諭
◇副委員長　佐　藤　俊　弥

決算特別委員会 正副委員長を互選

てんどう市議会だより №16213



▼
認
第
１
号　
平
成
２９
年
度

　
天
童
市
一
般
会
計
決
算

〈
反
対
〉石
垣
　
昭
一
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
施

設
管
理
の
経
常
経
費
に
充
て
る

の
は
異
議
が
あ
る
。

　
女
性
委
員
の
割
合
が
低
下
し

て
い
る
。
市
職
員
の
女
性
の
管

理
職
が
６
・
４
㌫
と
低
く
、
男

女
共
同
参
画
を
進
め
る
行
政
の

姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

　
指
定
ご
み
袋
の
証
紙
改
定
が

あ
り
、
ご
み
収
集
で
は
衛
生
委

員
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
袋

の
等
価
交
換
を
１
年
間
し
た

が
、
未
だ
旧
袋
で
出
さ
れ
る
。

　
緑
地
面
積
が
年
々
増
加
し
、

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

樹
木
管
理
業
務
委
託
料
の
増

額
、
作
業
員
の
増
員
を
図
る
べ

き
だ
。

▼‌�

請
陳
第
２
号　
日
本
政
府
が

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
、
国
会
が
批
准
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願

〈
反
対
〉笹
原
　
隆
義
議
員

　
現
実
的
に
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
目
指
す
た
め
に
は
、核
兵
器

保
有
国
も
非
保
有
国
も
共
に
協

力
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、核
兵
器
禁
止
条
約
に

批
准
し
て
い
る
国
は
１４
カ
国
し

か
な
く
、核
保
有
国
は
１
カ
国
も

批
准
し
て
い
な
い
。
核
保
有
国

と
非
保
有
国
の
対
立
が
一
層
深

ま
り
逆
効
果
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
日
本
は
現
実
的
・
実
践
的
に

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す

る
た
め
、
核
保
有
国
も
非
保
有

国
も
双
方
が
参
加
す
る
よ
う
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
、Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
、

Ｇ
７
な
ど
）、
世
界
平
和
に
向

け
て
今
後
も
日
本
が
議
論
を

リ
ー
ド
す
る
の
を
我
々
議
会
も

注
視
し
て
い
く
べ
き
。

〈
賛
成
〉伊
藤
　
和
子
議
員

　
長
年
に
わ
た
り
、
被
爆
者
を

は
じ
め
、
日
本
と
世
界
の
草
の

根
の
運
動
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
た
条
約
の
採
択
と
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
受
賞

し
た
こ
と
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

大
き
く
前
進
し
た
。
唯
一
の
被

　
９
月
２１
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
決
算
議
案
１
件
と
請
願
１

件
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

討
　
論

請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は２件で、所管常任委員
会で審査した後、本会議で採決が行われました。結果は次の
ようになりました。

件　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結 果

日本政府が核兵器禁
止条約に署名し、国
会が批准することを
求める請願

天童平和をつたえる会
代表　矢吹海慶
原水爆禁止天童市民の会
代表　澤　辰夫

総務
教育

採 択
（賛成�
�多数）

種子法廃止に伴う万全
の対策を求める請願

天童市農民組合
組合長　太田正良

経済
建設

継続
審査

爆
国
日
本
は
、
会
議
に
も
参
加

せ
ず
反
対
す
る
態
度
で
、
国
内

外
で
失
望
と
批
判
が
出
て
い
る
。

　
天
童
市
は
非
核
平
和
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ

意
見
書
の
提
出

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
提
出

の
意
見
書
提
出
議
案
は
、
９
月

２１
日
の
本
会
議
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
意
見
書
は
関
係

機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼‌�

日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
し
、
国
会
が
批
准

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
１
７
年
７
月
７
日
国
連

に
お
い
て
、
１
２
２
カ
国
と
地

域
の
賛
成
多
数
に
よ
っ
て
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、
国
際

社
会
は
核
の
抑
止
力
で
は
な

く
、
核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
平
和

構
築
に
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

　
こ
の
条
約
は
、
核
兵
器
の
法

的
禁
止
の
内
容
を
定
め
、
加
盟

国
に
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

生
産
、
製
造
、
取
得
、
保
有
、

貯
蔵
な
ど
の
禁
止
を
義
務
付

け
、
さ
ら
に
、
使
用
、
使
用
の

威
嚇
も
禁
じ
て
い
る
画
期
的
な

条
約
で
あ
る
。

　
し
か
し
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
が
、
核
兵
器
廃
絶

の
先
頭
に
立
つ
責
任
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
核
保
有
国
の
立

場
に
立
っ
て
条
約
に
参
加
し
な

い
こ
と
は
、
被
爆
者
の
思
い
を

無
視
し
、核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
平

和
構
築
を
求
め
る
国
際
社
会
の

流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
天
童
市
は
非
核
三
原
則
の
堅

持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願

い
、
平
成
１２
年
８
月
２１
日
に

「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
幸
せ
な
市
民

生
活
を
守
る
決
意
を
表
明
し
て

い
る
が
「
核
な
き
世
界
」
の
実

現
は
、
被
爆
者
・
日
本
国
民
・

そ
し
て
全
世
界
の
市
民
の
切
な

る
願
い
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
地
球
上
か
ら
核
兵

器
を
な
く
す
こ
と
こ
そ
、
唯
一

の
平
和
へ
の
道
で
あ
る
こ
と
を

信
じ
、
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁

止
条
約
に
署
名
し
、
国
会
が
批

准
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先
＝‌

衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
外

務
大
臣

ん
の
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
願

い
実
現
の
た
め
、
日
本
政
府
が

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
、

国
会
が
批
准
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
を
採
択
す
べ
き
。
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議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

赤
塚
幸
一
郎

て て て て 政 て 清 清 清 清 無 政 清 政 政 清 共 清 清 清 共 無
認第１号 平成２９年度天童市一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 議

請陳第２号 日本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会が
批准することを求める請願 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ 議

委員会提出
議案第１号

日本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会が
批准することを求める意見書の提出 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、政＝政和会、共＝日本共産党天童市議団、無＝無会派

提出された議案とその結果
第３回定例会（８月３１日～９月２１日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１０号
平成３０年度天童市一般会計補
正予算（第２号）の専決処分
の承認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

認第１号 平成２９年度天童市一般会計決
算

認　　定
（賛成多数）

認第２号 平成２９年度天童市国民健康保
険特別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第３号 平成２９年度天童市用地買収特
別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第４号 平成２９年度天童市財産区特別
会計決算

認　　定
（全会一致）

認第５号 平成２９年度天童市介護保険特
別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第６号 平成２９年度天童市市民墓地特
別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第７号 平成２９年度天童市後期高齢者
医療特別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第８号 平成２９年度天童市工業団地整
備事業特別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第９号 平成２９年度天童市民病院事業
会計決算

認　　定
（全会一致）

議第１２号
平成２９年度天童市水道事業会
計利益の処分及び決算の認定
について

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第１３号
平成２９年度天童市公共下水道
事業会計利益の処分及び決算
の認定について

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第１４号 平成３０年度天童市一般会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１５号 平成３０年度天童市国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第１６号 平成３０年度天童市用地買収特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１７号 平成３０年度天童市財産区特別
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１８号 平成３０年度天童市介護保険特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１９号 平成３０年度天童市市民墓地特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２０号
平成３０年度天童市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１
号）

原案可決
（全会一致）

議第２１号
平成３０年度天童市工業団地整
備事業特別会計補正予算（第
２号）

原案可決
（全会一致）

議第２２号 天童市印鑑の登録及び証明に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第２３号
天童市地区計画の区域内にお
ける建築物の制限に関する条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第２４号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第２５号 天童市副市長の選任について 同　意
（全会一致）

議第２６号 天童市教育委員会委員の任命
について

同　意
（全会一致）

平成３０年度第３回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

委員会提出
議案第１号

日本政府が核兵器禁止条約に署
名し、国会が批准することを求
める意見書の提出について

原案可決
（賛成多数）
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報告 議会報告・意見交換会の検討結果
　５月に開催された議会報告・意見交換会において、市民の皆様から出された市政に関する意見・要望等
については、アンケートに記載されていた項目も含めて、全て市長に文書で伝えました。その中で、各常
任委員会で調査した項目については、次のとおりです。

市政に関する意見・要望等 調査した結果 担当

防災行政無線の整備に当たり、以前は地
元負担があったが、本来は市で負担すべ
きでなかったのか。一日町は今も整備し
ていないようだが。
� （会場：天童南部公民館）

　平成２３年度から連絡会への無線機の整備を進め、補助金額は５００，０００円が限度
額でした。そのため、自主防災会の数が多い連絡会については一部地元負担があ
りましたが、要望等により平成２９年度からは全額補助としています。一日町自主
防災会の所属する天童南部地区自主防災会連絡会については、平成２８年度に整備
を行っており、一部地元の負担（世帯数割）があったため、整備は各自主防災会
の判断とし、一日町と田鶴町自主防災会は整備しませんでした。その後、同年度
に田鶴町は、資機材の更新補助を使い無線機を購入しました。一日町は未整備で
す。今後、一日町で整備するのであれば、南部連絡会の追加での整備として補助
金を使うことも可能です。

総
務
教
育

空き家対策として、鶴岡市で取り組んで
いる「ランドバンク」のように、市と民
間が連携をしてプロジェクトとしてやっ
てほしい。� （会場：天童中部公民館）

　民間との空き家対策として、空き家バンクに不動産物件の掲載や空き家相談会
などを行って連携を図っております。今後も、民間との連携をより一層強化して
いくように努めていきたいと考えています。

経
済
建
設

昨年は千葉県で子どもの惨殺事件があ
り、今年も新潟県で同様の事件が起こっ
ている。議会として防犯カメラ設置と
か、抑止力を考えてほしい。
� （会場：天童中部公民館）

　現在、市では駅前駐輪場や公園など、不特定多数の方が利用する公共施設等２０
カ所に２８基の防犯カメラを設置し、犯罪の予防に努めています。
　しかし、最近の子どもの事件は、下校時に友達と別れてから被害に遭うことが
多く、こうした場所は市内の広範囲に及ぶことから、防犯カメラで対応すること
は困難です。
　そのため、子ども見守り隊や防犯協会など地域の皆様からご協力をいただき、
青パトによる巡回を行うとともに、「みんなが見守っている地域」、「犯罪しにく
いまち」であることを繰り返しアピールしていくことが、大切ではないかと考え
ています。また、日頃の生活の中で子どもたちが帰る時間に合わせて散歩をした
り、庭の水かけをしたりするなど、「ながら見守り」も犯罪抑止につながります
ので、今後とも協力を呼び掛けていきます。
　児童・生徒数が減少する中で、下校時に一人になることがあると思います。こ
れについても、集団で下校するよう、繰り返し、声掛けや日常の安全指導を徹底
し、犯罪を防止していくことが必要であると考えているところです。

環
境
福
祉

各町内に防災無線が入る。防災無線が故
障した場合はどうなるのか。

年中無線が鳴っているのか。何も教えて
もらえず、持っていろと言われている。
マニュアルも何もない。
� （会場：天童北部公民館）

　無線機の使用については、災害発生前や発生時、災害情報や避難情報等を市か
ら市立公民館に連絡、その情報を公民館から各自主防災会に連絡する際に使用し
ます。また、市立公民館（避難所）と自主防災会間で、被害情報等の情報収集や、
住民の避難について連携する際など、組織間の情報収集・伝達手段を確保するも
のです。購入に関しては市が全額補助、維持管理経費（電波利用料：一台４５０円、
再免許更新登録料：５年ごとに７，０００円）は連絡会での負担となります。故障した
場合の修理の補助はないので、新たに購入となれば補助の対象となります。導入
の前年度から、連絡会の役員に無線整備の概要を説明し、理解してもらった後に
導入申請をしていただいています。導入の際は、操作説明を行い、無線の試験や
訓練また運用マニュアルの整備などに対して危機管理室で支援を行っています。

総
務
教
育

空き家の調査が市民に落ちてこない。町
内会で調べろといっておきながら、デー
タだけ吸い上げて何も報告がない。
� （会場：天童北部公民館）

　空き家の調査にご協力いただきありがとうございました。今年５月１５日号の市
報においても、調査結果を公表しております。
　また、６月には、各自治会長宛に送付をしているところです。 経

済
建
設

地域に特にひどい空き家が存在する。子
どもの通学でも危険。事故が起きてから
では遅い。何とかしなければならないが
どうすべきか。� （会場：津山公民館）

　現在、市内の空き家の老朽度・危険度について調査を行っています。その結果
を基に、危険な空き家等については、特定空き家等の認定も含め指導していきた
いと考えています。
　また、解体の補助については、一定の基準を満たした不良住宅が対象となります。

上貫津は山のごみ問題（家電製品なども
ある）がある。青壮年会でごみ回収した。
議員にも頭に入れてほしい。
� （会場：津山公民館）

　不法投棄対策については、日頃から、各地域の衛生委員の皆さんによる不法投
棄防止パトロールや、地域住民の皆さんによる河川一斉清掃不法投棄物の回収な
どにご協力をいただき、ありがとうございます。
　不法投棄は山間部や河川敷、道路沿いの農地などで毎年発見されており、依然
としてなくならないのが現状です。
　市では、不法投棄の連絡をいただくと、職員が現場を確認し、撤去作業を行っ
ています。また、地域の団体等に、不法投棄を防止するための看板やのぼり旗を
提供するとともに、常習箇所にはカメラの貸し出しなどを行っています。市環境
衛生組合連合会では、大型家電などクリーンピア共立で引き取らない物があった
場合に、２０，０００円を上限に処理費の助成を行っています。
　今後とも、市環境衛生組合連合会や地域と連携し、巡回パトロールを強化しな
がら、環境保全・美化活動に努めていきますので、不法投棄物を発見した場合に
は、市にご連絡をお願いします。

環
境
福
祉
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市政に関する意見・要望等 調査した結果 担当

山口小学校前の歩道橋の老朽化が著し
く、穴が開いているところもあり、議会
としても国に修繕していただくよう要望
してほしい。
� （会場：山口公民館）

　国道４８号の歩道橋を管理する山形河川国道事務所に確認したところ、大規模改
修の計画予定は現在のところありませんが、穴が開いているところについては、
６月に補修を完了したとのことでした。
　また、穴開き等の破損があれば、必要な修繕を行うこととしており、今後、道
路パトロールにて点検を強化し、地元の方で気付いた事があれば、国道維持出張
所まで連絡してください。との回答がありました。

経
済
建
設

クマが目撃されたときの連絡が農林課か
警察から関係機関に連絡が入ると思う
が、どういった状況で連絡が入るのか、
連絡網はどうなっているのか明確にして
欲しい。また、休日や緊急時に必ず受け
手と連絡がつくように、各施設の連絡先
だけではなく携帯も登録するべきである。
小学校が代休で休みだった。校長も先生
方もまったく知らなかった。連絡が必要
では。
天童高校付近にクマが出没したが、市立
第二中学校に連絡が入らなかった。どう
なっているのか。
� （会場：山口・長岡公民館）

　クマを目撃した際には、まず警察へ連絡をしてもらい、天童警察署から市へ連
絡が入り、市から小中学校、保育園、幼稚園、公民館、町内会等の関係各所へ連
絡をします。
　休日や緊急時の場合については、小中学校への連絡体制が不十分だったため、
教育委員会教育総務課担当職員を通して学校へ連絡がいくように改めました。
　また、地域住民に対しては、市一斉メールの配信のほか、広報車により注意喚
起を促すようにしています。
　なお、平成３０年５月２１日午後３時頃の天童高校付近にクマが出没した際には、
農林課から天童市立第二中学校へ連絡を行っています。

山形市では、依頼があれば１回５，０００円
で消毒をしている。天童市でもできない
か。
（※空き家の防虫対策について）
� （会場：高擶公民館）

　山形市（空き家担当課等）に照会したところ、該当する担当部署が確認できま
せんでした。
　消毒の件につきましては、空き家の管理義務は所有者にありますので、所有者
の所在を調査し、適切な管理を指導していきたいと考えています。

放任空き地の管理について、生活環境課
に防災の点について相談している。
固定資産税で持ち主は確認できるが、な
かなか連絡できない。
� （会場：長岡公民館）

　空き地については、雑草の繁茂や害虫の発生などにより、近隣の住民からの苦
情が寄せられた場合、市職員が現地を確認したうえで空き地の所有者に対して文
書等で連絡を取り、雑草の刈り取り等をお願いしています。今回の場所について
は、昨年度も市が雑草の刈り取りを依頼した場所であり、５月頃は雑草が生えて
いましたが、その後、雑草の刈り取りと除草剤散布が行われたと聞いています。
　苦情が寄せられる空き地については、複数年にわたり同様の対応をしている場
所もあり、対応に苦慮しているところですが、今後も引き続き対応していきます。

介護認定世帯だけでなく、障がい者・高
齢者世帯にも間口除雪サービスを実施し
てほしい。
寒河江市方式を取り入れながら、市道だ
けでなく、県道に面した道路の除雪を実
施してほしい。
� （会場：干布公民館）

　間口除雪については、平成２９年度に対象者を限定した形（要介護認定３以上の
方のいる高齢者のみの世帯）で試験的に実施を行いました。
　その中で、対象者を拡大してほしい等の要望をいただいておりますが、対象者
の拡大に向けては、個人情報の保護や、実施体制の拡大に課題がある状況にあり
ます。
　昨年は、県道に面した対象者宅も除雪対象としておりますが、今年度の間口除
雪の実施に向け、他市の状況も研究し、課題を整理しながら、今年度の計画を検
討していきます。

空き家対策の内容を見ると、建物に価値
が高い所ばかりである。建物の価値が低
い地区は、空き家対策に該当しないので
は。� （会場：干布公民館）

　昨年、天童市空き家等対策計画を策定しております。その中で、空き家の定義
として、建築物又はこれに附属する工作物で居住その他の使用がなされていない
ものとされております。そのため、建物の価値にかかわらず空き家対策に取り組
んでおります。

荒谷橋について、進捗状況はどうなの
か。市道の取り付けはどうなるのか。
� （会場：荒谷公民館）

　県道山形山寺線の荒谷橋架け替え事業につきまして、事業を行っている県村山
総合支庁に確認したところ、今年度末までの予定で橋桁を工場製作中です。来年
度以降の橋及び取り付け道路の工事計画について、来月に地元説明会の開催を予
定している、とのことでありました。
　また、県道に接続する市道上荒谷内条線については、県道事業の進捗に併せ道
路改良を予定しています。

本日の報道で山寺が日本遺産になった
が、天童は何を目標にして、観光につな
げるのか。
� （会場：荒谷公民館）

　今年、「山寺が支えた紅花文化」が日本遺産に認定されました。
　「山寺が支えた紅花文化」には紅花畑、山寺、若松寺、最上川、花笠まつり、
紅花まつりなどの資源が構成文化財になっています。　
　７月１８日に本市をはじめ、山形市、寒河江市、尾花沢市、山辺町、中山町、河
北町の４市３町の地域関係者、紅花関係団体、観光関係団体、行政などで構成さ
れる「山寺と紅花」推進協議会が設立され、今後は同協議会においてさまざまな
事業を進めていく予定になっております。
　県内最大の作付面積を誇る本市の紅花畑に加え、古くからゆかりのある山寺も
あることから、この機会に全国にＰＲするともに観光誘客に努めてまいります。

てんどう市議会だより №16217
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　副市長の新関茂氏（久野
本）が平成３０年１０月２７日を
もって任期満了になること
に伴い、同氏を再び副市長
に選任することに同意しま
した。

副市長の選任に同意

　欠員補充に伴い、高擶地
区財産区管理会委員に、高

たか

橋
はし
克
かつ
巳
み
氏（清池）を選出し

ました。

高擶地区財産区
管理会委員を選出

　教育委員会委員の大貫紀
代子氏が平成３０年９月３０日
をもって任期満了となるこ
とに伴い、同氏の後任とし
て新たに松

まつ
村
むら
昌
まさ
子
こ
氏（久野

本）を任命することに同意
しました。

教育委員会委員の
任命に同意

東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
　７月２３日に第２回定例会が開催され、平成２９年度組合会計決算
（下表）などが認定・可決されました。

平成２９年度組合会計決算
歳入� （単位：千円、単位未満四捨五入）

区　分 決算額 摘　　要

市 町 負 担 金 ８２３，２２１ 天 童 市：３０７，２４３　　東 根 市：２６４，１９２
村 山 市：１３３，９３２　　河 北 町：１１７，８５４

償 還 交 付 税 ８７，７０８ 組合債返還のため、国から交付された額
使用料及び手数料 ８１８，８３３ ごみ・し尿処理手数料、ごみ袋売上金など
国 庫 支 出 金 ４４１ 廃棄物処理施設モニタリング事業費補助金
財 産 収 入 ５５，８６７
繰 越 金 ６５，７８１
諸 収 入 １７，３６１

計 １，８６９，２１２

歳出� （単位：千円、単位未満四捨五入）
区　分 決算額 摘　　要

議 会 費 １，０８５ 組合議員報酬など
総 務 費 ３３４，９９９ 職員給与費、手数料徴収費など
事 業 費 １，２４３，２３７ ごみ・し尿処理費用など
公 債 費 ２３０，９１５

計 １，８１０，２３６

旧指定ごみ袋をお持ちの方へ
　市生活環境課での旧指定ごみ袋の交換は終了しましたが、
まだ手元に残っている方は、市生活環境課にご相談ください。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
議
会
中
継
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
視
聴
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
通
信
に
係
る
費
用
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
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議会報告・意見交換会を
開催します。

【下記の日程で、各市立公民館で午後７時から行います。】

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告するとともに、地域の
課題についての意見交換を、議長を除く全議員で行います。ぜひ、ご参加ください。

１班

鈴木照一、後藤和信
山口桂子、渡辺博司
三宅和広

鈴木照一、後藤和信
山口桂子、渡辺博司
三宅和広
※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。
※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。

11月13日（火）　山　　口※
11月14日（水）　高　　擶
11月15日（木）　天童南部

11月13日（火）　山　　口※
11月14日（水）　高　　擶
11月15日（木）　天童南部

２班

伊藤和子、結城義巳
遠藤敬知、水戸芳美
熊澤光吏

伊藤和子、結城義巳
遠藤敬知、水戸芳美
熊澤光吏

11月13日（火）　天童中部
11月14日（水）　蔵　　増
11月15日（木）　荒　　谷

11月13日（火）　天童中部
11月14日（水）　蔵　　増
11月15日（木）　荒　　谷

３班

水戸　保、石垣昭一
山崎　諭、狩野佳和
武田正二、佐藤俊弥

水戸　保、石垣昭一
山崎　諭、狩野佳和
武田正二、佐藤俊弥

11月13日（火）　天童北部
11月14日（水）　寺　　津
11月15日（木）　津　　山

11月13日（火）　天童北部
11月14日（水）　寺　　津
11月15日（木）　津　　山

４班

伊藤護國、松田光也
村山俊雄、遠藤喜昭
笹原隆義

伊藤護國、松田光也
村山俊雄、遠藤喜昭
笹原隆義

11月13日（火）　干　　布
11月14日（水）　長　　岡
11月15日（木）　成　　生

11月13日（火）　干　　布
11月14日（水）　長　　岡
11月15日（木）　成　　生
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日 月 火 水 木 金 土
11/25 26 27 28 29 30 12/1

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

今後の天童市に
期待

鈴木由美子（天童中部）

編
集
後
記

今
年
の
秋
は
市
制
施
行
６０
周

年
記
念
事
業
が
盛
り
沢
山
。
１０

月
に
６０
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

を
開
催
。
議
場
で
は
１０
年
ぶ
り

に
模
擬
議
会
が
開
か
れ
、
市
内

の
小
中
学
生
た
ち
が
本
市
の
未

来
に
向
け
た
活
発
な
質
疑
を

行
っ
た
。
そ
の
姿
は
将
来
の
議

員
誕
生
に
大
き
な
期
待
を
膨
ら

ま
せ
た
。

将
棋
の
同
時
対
局
数
世
界
記

録
に
挑
戦
す
る
「
二
千
局
盤ば
ん

来ら
い
」
を
開
催
。
見
事
、
２
３
６

２
対
局
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を

達
成
。
全
国
各
地
か
ら
の
多
く

の
参
加
者
に
感
謝
し
た
い
。

今
月
は
、
県
市
議
会
議
長
会

議
会
報
研
修
会
が
本
市
で
開
催

さ
れ
る
。
研
修
会
に
臨
ん
で
、

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

市
議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
よ

う
に
努
め
た
い
。�

（
渡
辺
）

《
広
報
委
員
会
》

　
　
委 

員 

長　
伊
藤　
和
子

　
　
副
委
員
長　
武
田　
正
二

　
　
委　
　
員　
鈴
木　
照
一

　
　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
敬
知

　
　
　

 

〃 　
　
渡
辺　
博
司

　
　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
俊
弥

　
　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

模擬議会終了後
全議員と子どもたちで
記念撮影

　
私
は
、
天
童
市
民
に
な
っ
て

２５
年
に
な
り
ま
す
。
２５
年
の
間

に
天
童
市
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地

区
で
宅
地
や
商
業
地
、
工
業
地

が
開
発
さ
れ
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
発
展
は
、
市
民
の
投
票

で
当
選
し
た
市
議
会
議

員
の
方
々
が
、
市
民
の

代
表
と
し
て
要
望
な
ど

を
市
政
に
伝
え
協
議
を

繰
り
返
し
て
こ
ら
れ
た

か
ら
で
あ
り
、
議
員
の

皆
さ
ん
に
住
み
良
い
市

に
し
よ
う
と
す
る
強
い

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
、
久
野
本
東
２
区
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
行
事
で
、
９
月

６
日
に
市
議
会
定
例
会
一
般
質

問
の
本
会
議
を
傍
聴
し
ま
し

た
。
質
問
は
、
豪
雨
災
害
を
踏

ま
え
て
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
の
策
定
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
災
害
時
の
情
報
発
信
・
情
報

収
集
、
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄

地
解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

な
ど
で
し
た
。

　

質
問
の
内
容
を
聞
い
て
、

「
そ
う
だ
よ
な
！
」「
そ
の
時
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
な
ん

と
か
活
用
で
き
な
い
か
な
？
」

「
な
っ
て
か
ら
で
は
、
遅
い
よ

な
！
」
な
ど
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
不
安
な
ど
を
感
じ

た
わ
け
で
す
が
、
質
問

に
対
し
て
、
市
長
さ
ん

や
関
係
す
る
市
の
担
当

者
の
方
々
が
前
向
き
に

答
え
て
い
た
の
を
見

て
、
す
ご
く
安
心
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
議
会
を
平

日
だ
け
で
な
く
、
年
に
１
～
２

回
、
土
・
日
曜
日
な
ど
に
も
開

催
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
市
民
が
議
会
を
傍
聴
し
や

す
く
な
れ
ば
、
も
っ
と
行
政
や

議
会
へ
の
理
解
が
進
む
と
思
い

ま
す
。

１２月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、１１月２９日（木）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

常任委員会

本会議
（初日）

常任委員会本会議
（一般質問）

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

予算特別委員会

インターネットで生中継します。

天童市議会
　ギャラリー

23 24

30 31

（天皇誕生日） （振替休日）
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